近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１9クール日報（４月5日～４月11日）
	報告日
天気
	４月8 日（月）
晴れ（気温：9～23°）
	報告者
	兵庫県社協　新屋
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ19クール:廣瀬、波多、仲河、寺西、山口、植村、大西、柴本、仲谷、岸本、新屋
　※関東ブロック6名(静岡県)

	てつくすて
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
8:45 全体オリエンテーション
9:30 マッチング開始
10:30 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
12:40 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:45 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
・仮仮置場 七尾美術館
・和倉仮置場　休
・近藤和也衆議院議員　来訪
・今後の対策ミーティング
七尾市社協:堀口局長、谷口氏
石川県社協:北野課長
支援P: 松本氏、高橋氏 ※4/12まで
         李氏
  関ブロ:静岡県社協　市川氏
　近ブロ:新屋

	
	17:00 終礼
17:30 現調締め作業、残務整理
18:15 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V81名（テント村66名、県V7名、団体V14名、運転5名）
　現地調査26件（うち一般26件、技術系0件、キャンセル0件）13人体制
　ニーズ対応18件（うち完了15件、継続3件）
　ニーズ残355件（キントーン数値）
●マッチング担当
・ボランティア活動者が本日は少なかったが、短時間で活動が終わるグループもあり、臨時案件にも柔軟に対応いただくことができた。
・技術系の現地調査により、当日の追加案件が続いている。
・連絡をしてもアポイントがとれない世帯が増えている。残ニーズのうち100件程度が電話しても反応がない。要因分析と今後の対応策について検討が必要。
・オリエンテーションで何を強調して伝える必要があるか、担当スタッフが都度調整しており、本日のボランティアからは活動中の本部への報連相が丁寧に行われ、円滑に進められた。
●受付・資材担当
・ビブス100枚追加発注の納品待ち。現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F55、ＸＸＬ5、洗濯:F0、ＸＸＬ0）
●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター1名、近ブロ2名、丸亀3名、自治労2名、市社協1名、関ブロ3名の5班構成で実施。
●ポスティング担当(能登島)
・現地調査班スタッフ1名、運転ボランティア、ボランティア6名に、近畿ブロックスタッフも増員し、昨日よりも短時間でのポスティングを終えることができた。
●仮仮置き場担当
・7名 　　・仮置き場の待ち時間ゼロ
・市内三か所の仮置き場に今週より休日が設定された(和倉:月、大田:水、中島:金)ことが、ブロック派遣者に伝わっておらず、ボランティアからの連絡で調整を行うこととなったが、バディコムの活用で大きな混乱は生じなかった。


	今後の主な予定
	・4/9より仮仮置き場がテニスコートに移動。明日の午後は、七尾美術館の撤収作業となる。
・上記に加え、雨天のため活動者数の減も予測されることから、明日は対応予定ニーズ件数および活動者の班編成を減らす予定。
・支援Pが4月から常駐されているが、石川県社協も週に1～2回は巡回されるとのこと。ブロックリーダーも交えた打ち合わせが今後も行われる予定。

	調整課題・所感等
	・今後の対策ミーティングで確認されたことは下記のとおり
1 市が把握している罹災データと、市社協・災ボラで把握しているニーズを比較し、潜在ニーズの掘り起こし重点地域を定める【～4/15あたり】
2 重点地域にはボランティアが訪問し、ニーズききとり＋ボランティアが「気になるお宅」を報告してもらう
ボランティアへの事前オリエンテーション、ボランティアの訪問時の使用ツール、職員がボランティアからの情報をもとにさらにアセスメントできるツールが必要。
→これらは、支援Pが実行計画案とともにたたき台をつくる
3 今回の目的は、作業ニーズ面での「声なき声を拾い上げる」こと。福祉関係者が把握する作業ニーズを集約する仕掛けも必要。
・上記に対し、市社協として段階的にいかに対応していくかについても話しあわれたなかで、何を課題と思っておられるか、すでに市や社協内でどんな対策を考えられるかなどを具体的なお話しもあった。具体的な方策をもとにした検討を求めておられることがよくわかった。
・災害ボランティアセンターの運営については、クール折り返し時点で各スタッフが二日間の経験をふまえ、スタッフ間・ボランティアともコミュニケーションをとって臨機応変な対応に至っている。
・市社協職員も交代で休まれているが、体調不良の方もある。丸一日休める方がまだ少ない。ブロック派遣職員としては前クールから引き続き、自分たちも残業を減らすことを心掛け、地元社協に余計な負担はかけないことを目指している。
・ブロック派遣としては、災害ボランティアの運営を中心に関わっているが、新たなフェーズに突入しつつあると思う。支援Pとの連携をこれまで以上に密にし、ともに支えられるよう、引き継ぎたい。


	その他
	・市社協職員不在時に議員が来訪され、ブロック派遣職員で対応したため、事後報告した。
　





